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『雲取山 。初日の出』 平成19年 1月 元旦
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未
来
を
明
る
く
す
る
た
め
に

県
岳
連
理
事
長
　
村
岡
正
巳

昨
年
は
、
埼
玉
岳
連
の
強
力
な
ス
タ
ッ
フ
を
亡
く
す
残
念
な
出
来
事
が
あ
り
、
ご
家
族
、

多
く
の
関
係
者
に
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
我
々
が
行
っ
て
い
る
行
為
は
危
険
と
の
背
中
合

わ
せ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
２
月
１
７
日
、
日
本
山
岳
協
会
の
評
議
委
員
総
会
に
出
席

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
山
岳
共
済
保
険
の

改
訂
、
公
益
法
人
と
し
て
の
あ
り
方
な
ど
現
在
の
社
会
事
情
を
反
映
し
た
も
の
も
あ
り

「法
の
順
守
」
が
根
底
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
あ
る
意
味

人
を
忘
れ
て
の
改
革
に
繋
が
る
こ
と
が
多
く
今
回
も
そ
の
点
が
多
少
あ
る
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
逆
を
い
う
と
我
々
山
岳
関
係
団
体
の
社
会
的
感
性

（企
業
で
い
う
Ｃ
Ｓ

Ｒ
）
が
十
分
で
な
い
こ
と
も
確
か
。
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
る
と
自
分
た
ち
が
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
こ
の
頃
で
す
。

＊
登
れ
る
か
、
登
れ
な
い
か
の
世
界
で
あ
っ
た
の
に

。
・
・

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
は
大
き
な
意
味
を
な
す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
趣
味
と
し
て
、

ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
の
観
戦
、
そ
し
て
誰
で
も
評
論
家
―
そ
し
て
、
昨
年
の
野
球
Ｗ
Ｂ

Ｃ
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
な
ど
国
家
的
事
業
の
も
の
。
逆
に
外

交
問
題
に
発
展
し
、
国
家
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
。
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
臭
い
を
か
も
す
こ

と
も
。
ま
さ
に
多
様
多
彩
。
そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
は
大
好
き
で
あ
る
が
、
山
は
今
後
ど
う
な

る
の
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、
多
様
多
彩
化
す
る
ジ
ャ
ン
ル
に
誰
も
が
ハ
ツ
キ
リ
と
し

た
方
向
を
示
せ
な
い
の
が
現
実
。
再
来
年
か
ら
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が
国
体
競
技
で
行
わ
れ
る
。

な
く
な
る
縦
走
を
別
の
形
で
山
岳
ト
レ
イ
ル
と
し
て
残
そ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
。
競
技

ば
か
り
目
立
つ
が
、
埼
玉
発
信
で
日
本
版
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
の
設
置
も
提
案
さ
れ
た
。

課
題
山
積
で
あ
る
。
グ
レ
ー
ド
的
に
は
、
５

ｏ
ｌ
３
以
上
か
？
ま
あ
私
自
身
は
、
あ
ま
り

暗
く
考
え
な
い
性
格
で
あ
る
た
め
に
ど
う
に
か
な
る
で
あ
ろ
う
と
“
ョ

二
二
九
電

呵
好

“
５
２
翼
移
σ
戸

“
ま
あ
い
い
か
”
“
な
ん
く
る
な
い
さ
”
と
い
う
感
じ
で
す
。

そ
れ
は
、
埼
玉
岳
連
の
皆
様
の
強
力
な
バ
ツ
ク
が
あ
る
こ
そ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

尚
２
月
３
日
～
４
日
に
田
中
会
長
と
関
東
山
岳
連
盟
連
絡
協
議
会
に
出
席
。
そ
の
時
に
部

屋
の
テ
レ
ビ
で
見
た
、
モ
ト
ク
ロ
ス
の
Ｘ
ゲ
ー
ム
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
味
競
技
の
部
分
で

は
こ
う
あ
り
た
い
ネ
と
感
じ
た
の
で
し
た
。
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「小澤直宏さんを偲ぶ会」
2006年 (平成18年)夏、カラコルムヒマラヤのナンガパルバット峰(8,126m)に おいて行方不明となりました小澤直宏さん

を偲び、去る平成18年 11月 26日 (日 曜日)埼玉県立草加南高校におきまして 「小澤直宏さんを偲ぶ会」 (主催 :小澤

直宏さんを偲ぶ会実行委員会)が開催されました。

当日は御親族、御友人の方々をはじめ、山岳 (県岳連 。高体連)・ 埼玉大学 。地域活動 (瀬崎学童)の関係者の方々

や、同僚の教職員の皆様、そしてかつての生徒も交えた教え子達と本当にたくさんの皆様にご参列を頂きました。参列者は

およそ700名 を越える数となり、体育館に用意したイスも足りなくなるほどでした。これだけの人達を惹きつけていた小澤さんの

魅力と存在の大きさを改めて感じさせられました。

式は瀬崎学童の方のギター伴奏による埼玉大学W.V.の皆様の合唱 「蔵王の山男」から始まり、田中文男・県山岳連

盟会長、鈴木治・草加南高校校長先生のご挨拶、ナンガパルバット遠征の経過報告 (福田靖・登山隊隊長)と続き、関

係の深かった皆様から映像も交えながら小澤さんの思い出を語っていただきました。 (友人代表 。田辺雅彦様。埼玉大学

W.V.部代表 。市川嘉一様、県岳連代表 。天野賢一、高体連代表 。町田伸一様、学校関係代表 。柳田一穂様、教え

子代表・沼絵理様、瀬崎学童代表 。阿部龍作様)そ して 「邊かな友へ」の合唱、草加南高校和太鼓同好会より御親族

へ千羽鶴の贈呈。御親族を代表して奥様から御礼の言葉と、偲ぶ会実行委員会を代表して森下健七郎 。副会長よりご

挨拶と式は進み、参列者全員の献花で最後のお別れをして閉式となりました。

一人一人の心のこもったたいへん良い式にすることができたことを、まずは偲ぶ会実行委員会の皆様をはじめ関係者の

方々に厚く御礼申し上げます。また会場を貸していただき、その準備にも大変御世話になりました草加南高校の教職員・

全校生徒の皆様にもこの場をお借りして心より御礼申し上げます。

最後になりましたがあらためて小澤さんのご冥福を祈るとともに、小澤さんの思い出を胸に刻んだ方々の御健勝と御清栄

をお祈り申し上げます。 「小澤直宏さんを偲ぶ会実行委員会」実行委員 天野 賢一

偲ぶ会 。会場遠景 埼大WVの皆様他

「ホ
暉
ｉ
ガ
す
ん
を
提
よ
会
」

に

つ

い
マ

戸
枝
　
　
進

平
成
十
八
年
十

一
月
二
十
六
日

（日
）

「小
澤
直
宏
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
が
車

加
南
高
校
の
体
育
館
を
会
場
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
小
澤
先
生
と
関
係
の

深
い
埼
玉
県
山
岳
連
盟
を
中
心
に
埼

玉
大
学
、
瀬
崎
学
童
、
草
加
南
高
校

の
関
係
者
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

企
画
実
施
し
ま
し
た
。
運
動
部
、
和

太
鼓
同
好
会
、
卒
業
生
、
先
生
方
等

沢
山
の
人
達
の
協
力
に
よ
り
盛
大
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先

生
の
多
く
の
活
躍
で
約
六
百
名

の
方

が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

合
唱
、
黙
祷
の
後
、
「思
い
出
話
」

鰤
時
然
倒
な
麟
］
時
れ
れ
だ
辞
盪
鵬

交
を
深
め
た
話
。
川
口
北
、
越

ヶ
谷
、

草
加
西
、
草
加
南
高
校
で
教
員
と
し

て
活
躍
し
た
話
。
川
日
北
で
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
素
人
だ

っ
た
先
生
が
草
加

西
で
は
専
門
家
に
な

っ
て
い
た
、
好

き
な
こ
と
を
徹
底
的
に
努
力
し
、
そ

の
道
の
達
人
に
な

っ
て
し
ま
う
先
生

の
凄
さ
を
語
る
話
。
又
多
く
の
生
徒

や
人
達
が
強
い
影
響
を
受
け
、
登
山

等
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
た
話
。
体

育
館
の
正
面
に
は
小
澤
先
生
の
歴
史

を
語
る
写
真
が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
、

思
い
出
が
目
に
浮
か
ぶ
会
で
し
た
。

小澤 直宏発生

3年 6織副撻任 (理科)

卓球部顧間

小沢直宏さんの勤務
されていた、草加南

高校のPTA広 報誌

(蒼弯)よ り転載
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第 2回ボルダリングジャパンカップ報告 2007.01.15

第 2巨ド″
゛
り″

゛
ゾデ 劾ップ副実行委員長

村岡正巳 (埼玉県山岳迎囲塵判励

まず、最初に今大会に参加された選手の皆様、後援の埼玉県教育委員会、カロ須市、朝日新聞社さいたま総局、そして瀬田工業

l■l、 サントリー lal様をはじめとする協賛各社に第2回ボルダリングジャパンカップを開催し終了出来た事を感謝いたしま

丸 この場を借りてお礼申し上げま丸

今大会は競技内容を始め、色々なご意見を頂けた大会でありました。大会を大局的に見潮ゴ今年度の “日本のトップ選出"と

いう目的を達成出来、成功裏に終われたものと感じています。しかし、男子予選の結果

に関わつて、大会終了後に起きたチーフルー トセッターの辞任表明は、大会を運営した

スタッフとして重く受け止めており、今後の取り組み方については多くの関係者とも相

談し検討を進めております。

残念な事は、`セ ッターだけに苦情が集中し飯山氏が責任を取つた形になつた"事であ

ります。今回、男子の予選が非常に厳しい状況となりましたが、現在の選手のレベル向

上、uIAA方式の競技内容に対して、セッターの色々な肺 絡ゞみ合いこのような結

果に繋がったのではないかと考えておりますDこれらについては、色々な場所で議論さ

れておりますのでここでは控えさせて頂きます。ルー トの出来・不出来はリード以上に

ボルダリング競技に出易く、その加減の難しさを強く感じております。また、大会は組

織でもつて運営している事を考えると、課遷ルー トの責任がセッターにあるにせよ、責

任問題が担当者べ‐スで進んでしまった事は非常に残念に感じております。運営側とし

ても今回のマネジメントには反省すべき点は大しヽこあると感じております。

ボルダリングジャパンカッ勁ま、昨年の神戸に引き続き今回で2回目と非常に歴史の浅い競技であります。但し、競技人口は

10～ 20代を中心に増加し、リードクライミングを凌ぐ勢いを感じておりますしまた、そのパフォーマンスの向上 (以前の岩

登りという概念を通り越したアクロバッティクな世界)には目を見張るものがあります。ただし歴史が浅い分、競技方法や施設

に課題を多く抱えているのも現状です。特に競技施設に関しては、これだけの大会 (ジヤパンカップレ
～

L/1を開催できる施設

はありません。今回も昨年同様、「仮設の壁」を使用しての開催となりました。またボルダリング競技は、それに加えて「専用

のマット」も必要となり、これらば'運営資金の7割を占める"程の大きな負担で九 その負担を軽減する上でも、2008年
の大分国体よリボルダリングが採用されますが、"早く専用施設が出来 和l用出来るように'累ず・・・"と感じる次第です。

さて、競技内容については決勝で自熱した戦いが繰り広げられ、優勝は女子では野口啓代選手。男子1計中 でした

【女子】 女子の野口啓代選手は、昨年の神戸市の大会に引き続き

貫禄の2連勝D予選t決勝ともにオ‐ル完登の素晴らししソヾ フォー

マンスを魅せてくれました

決勝の最初は、ダブルダイノからハリボテを乗り越えて行く龍

わりと快適にこなして行く他の選手に遅れを取つた様にも見えま

したが、第2課題のスローパー、ピンチが続く課題でヒールフック

を上手く決めてクリア。3課題目も少ないアテンプトでクリア:そ

して、4課題目はセッターの遊び さ (高度がある為、選手は恐い?)

のある、マントノ疇庸昌 これも1撃のクリア。その後は劉コ引‖智

子、3位械隠亜咲と完登2で続くがその差はアテンプト1。 そして

4位高橋ま 5榊原佑子、6位新名由美子、7位池田結花と続いた

【男子】 男子決勝の1課題目は予想タトのクラック。ジャミングに各選手が苦労する。ボルダー系の選手には特に辛い課題とな

つた 2課題目は、ピンチの続くハング下から上に抜ける時の足ブラが見也覗 耐えた者が上に行ける。 3課題目は、スローパ

ー、ピンチがハリボテを含めて続く課題L4課題目はマントノス 但し下部のリップまでのムープが読めず全則お邑 このような

課題を果敢に攻めた村岡と松島が共に完登2でアテンプト1つの差で村岡達哉油国臨 2位は安定したパフォーマンスを発揮す

る松島暁人、3位は右腕を痛めながらも完登を1つ決めた茂垣敬太、4位堀創、5位岡野寛、6位尾崎晃一、7位渡辺数馬と続

いた シャツを脱ぎ捨て上半身裸で気合いを入れて、課題に挑む男子の決勝は迫力満点であった。今回の開催地加須市は、20
04年埼玉国体、2005年リードジャパンカップ、そして今回ボルダリングジャパンカップ、その合間には地元のクライミン

グ大会、県体、関東クライミングと多くのクライミング競技を開催させて頂いておりますD
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常設のクライミング壁がありますので、簡単に競技が開催出来ているかのように見えますが、市民体育館はクライミング専用施

設ではありませんので他の競技種目との調整が醸 で各競技団体のご理解と協力がなljn群瓢在する事は出来ませれ

今回、加須市開催に最終的に決定したのは初夏の頃:大会のイメ

ージを描きそれを具現化する為に、スポンサー獲得活動、後援依頼、

各団体への挨拶などに多くの時間を割かれました その中で企業が

求めるものに「大会の品格 (ポスター、プログラム、式典・・・の

内淘 」「マスコミヘの取り上げられ方」を強く感じました。裏方の

話になりますが、以上述べた事は資金調達の為にも、今後重要な課

題と言えま丸

我々主管の埼玉岳連は、国体、リードのジャパンカップを経験し

ておりますが、多くのスポーツイベントの運営を参考にし、他のイ

ベントに負けない大会にと′酪 けました その中でも、クリスマス

を意識した会場のデコ、スポンサーロゴの露出など試合会場内のエ

ンターテイメント等検討を重ね、アイディアを振り絞りながら多くの方々のご協力を得て実現いたしました デコレーションや

ブラッシングマンのサンタ衣装が、真剣な大会にそぐわない “とのご意見も頂きました 会場を盛り上げるつもりで実施しまし

た またスポンサー獲得の 1つの要素として「イベント性の評価」もありますじ今回のデータは、次回のジャパンカップ、来年

のワール ドカップそれぞれの企画の材料として活用する予定でありま丸

ただ悲しいかな、クライミング競技は一般の方々を注目させるには至っておりまれ 、今回、会場に用意しましたプログラム

は選手、スタッフ以外に500部を配付いたしました 年末のにしい時期でしたが、ある程度の観和まあったと感じていま丸

(リ ードジャパンカップでは延べ1000人程度の観客でした)今回は只、通りすがりに立ち寄つたのか、数人のトライを見て

会場を去る方が多かった事も事実ですD今回、後援の朝日新聞社さいたま総局のご好意で埼玉版に予選の内容が写真入りで掲載

され′ました しかし、ジャパンカップといえど鯛聞社に `今 日のスポーツ欄"への掲載を依頼してもなかなか実現しないのが現

状したつた1～ 2行です力ヽ 競技の理解L盛 り上がりなど色々な

要素があると思いますが、`色般の方を引きつける"“マスコミに注

目される"“スポンサーを獲得する"が競技の発展の要素として必

要な事と考えています。

いずれにしても、今回見えた問題・課題をクリアしていく事が大

切し現在のUIAAのルールにも改善の余地はあるでしょう。スポ

ーツマーケティング、マネジメントを始めとする各プログラムを専

門的に実践出来るプロフェッショナル・オーガニゼーションが必要

″で九 選手、スタッフ、観客が共に満足出来る為に。・ 。以 上

『第
１
９
回
県
民
総
合
体
育
大
会
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
会
報
告
』

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
長
　
　
大
倉
　
至

昨
年
第
１
８
回
大
会
は
丁
度
高
校
の
考
査
期
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
高

校
生
の
参
加
が
ほ
と
ん
ど
無
く
全
体
で
３
６
名
参
加
だ

っ
た
。
今
回
は
高

校
の
考
査
後
に
日
程
を
組
ん
だ
事
も
あ
り
高
校
生
の
参
加
が
４
４
名
も
あ

．

り
全
体
で
６
９
名
の
参
加
に
な
っ
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
ミ
ド
ル

・
ビ
ギ
ナ

ー

。
ジ

ュ
ニ
ア

（中
学
生
以
下
）

。
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
と
し
た
為
経
験
１
～

２
年
の
高
校
生
が
小
学
生
と
同
じ
部
門
で
競
う
事
に
な
り
ど
ん
な
成
績
が

出
る
の
か
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
群
馬
県
の
高
校
生
の
参
加
が
１

０
名
あ
り
、
今
後
近
県
の
高
校
生
も
含
め
、
多
く
の
若
手
が
参
加
す
る
大

会
に
成
る
予
感
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
予
選
は
和
や
か

に
、
初
心
者
も
参
加
し
易
い
よ
う
に
と
考
え
、
今
大
会
で
は
前
の
選
手
の

登
り
を
観
察
で
き
る

「
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
」
に
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
評

価
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
概
ね
良
か
っ
た
と
い
う
評
判
を
得

た
と
感
じ
て
い
る
。

さ
て
、
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
で
は
身
長
１
１
８

ｃ
ｍ
の
尾
上
匠

（７
才
）
が
高

校
生
を
抑
え
優
勝
。
ミ
ド
ル
出
場
の
お
姉
さ
ん
と

一
緒
に
表
彰
を
受
け
た
。

ビ
ギ
ナ
ー
で
は
堤
孔
明

（１
２
才
）
が
ベ
テ
ラ
ン

。
高
校
生
を
抑
え
優
勝
。

ジ
ュ
ニ
ア
は
小
学
生
の
塚
田
遼
河
が
余
裕
の
優
勝
で
上
位
を
ロ
ッ
ク
ク
ラ

フ
ト
勢
が
独
占
。
さ
す
が
ミ
ド
ル
に
な
る
と
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
効
果
？
で

予
選
２
ル
ー
ト
の
完
登
者
が
１
４
名
出
て
し
ま
い
、
決
勝
ル
ー
ト
を
難
度

の
高
い
物
に
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
完
登
が
３
名
。
と
う
と
う
沼
尻
拓

磨
、
関
根
平
、
尾
上
彩
の
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
も
つ
れ
込
ん
で
し
ま

っ
た
。
そ
れ
で
も
完
登
２
名
と
い
う
大
接
戦
だ

っ
た
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
タ

イ
ム
で
優
勝
沼
尻
拓
磨
、
２
位
関
根
平
、
３
位
尾
上
彩
と
決
着
。

今
大
会
は
ミ
ド
ル
出
場
の
沼
尻
拓
磨

。
関
根
平

・
尾
上
彩
の
成
長
、
他
部

門
で
の
ジ

ュ
ニ
ア
勢
の
頑
張
り
、
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー
が
角
田
大
樹

・
佐
々

木
政
明

。
門
間
希
美
の
高
校
生
ト
リ
オ
、
予
選
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
群
馬
県

の
高
校
生
の
参
加
等
、
新
鮮
な
も
の
で
あ
っ
た
。

県
内
山
岳
会
の
オ
ジ
サ
ン
ク
ラ
イ
マ
ー
も
頑
張
ろ
う
―
！

（上
位
３
位
ま
で
の
入
賞
者
は
左
記
の
通
り
）

ト
ッ
プ
ロ
　
ー
位

‥
尾
上
　
匠

。
２
位

‥
高
崎
駿
夫

。
３
位

‥
板
場
渉
吾

ジ

ュ
ニ
ア
　
ー
位

‥
塚
田
遼
河

。
２
位

‥
小
島
健
人

。
３
位

‥
増
山
貴
裕

ビ
ギ
ナ
１
　
１
位

‥
堤
孔
　
明

・
２
位

‥
鈴
木
礼
子

。
３
位

‥
荒
井
　
聡

ミ
ド
ル
　
　
ー
位

‥
沼
尻
拓
磨

。
２
位

‥
関
根
　
平

。
３
位

‥
尾
上
　
彩
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積
雪
期
登
山
講
習
会

・
指
導
員
研
修
会
報
告

（主
　
催
）
埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（主
　
管
）
埼
玉
県
山
岳
連
盟
　
指
導
委
員
会

（期
　
日
）
平
成
１
９
年
１
月
２
０
日
～
２
２
日
（日
）
天
候

¨
両
日
快
晴

象
本
　
場
）
那
須
岳
周
辺

（参
加
者
）

Ｃ
Ｌ
佐
藤
求

（講
師
）

。
Ｓ
Ｌ
金
子
昭

（講
師
）

野
村
善
弥

（県
岳
連
指
導
委
員
長
）

佐
藤
博
（主
任
講
師
）
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
・上
級
登
攀
ガ
イ
ド

小
茂
田
利
孝

（研
修
）

・
中
西
洋

一

（講
習
）
　

他
２
６
名

（タ
イ
ム
）

Ｐ
ヽ
Ｎ
ｏ
　
佐
藤
（求
）
宅
０
ｏ̈
ｏ
＝
東
大
宮
０
Ｎ̈
ｏ
＝
岩
槻
る
　
０
ω̈
ｏ
＝
那
須
あ

，
い
０
＝
ホ
テ
ル
着
∞
ω̈
ｏ
ｌ
開
校
式
Ｈ
ｏ
ω̈
ｏ
ｌ
実
技
講
習

へ
〓
６
９
‥
講
習

Ｈ
Ｈ
ω̈
Ｏ
Ｉ
い
０
〇̈
〇
‥
‥座
雪
軍
・Ｈ
Ｏ
¨ヽ
〇
‐
ド
゛
卜̈
０
１
谷
氏
童
〒
　
（綿私
銅
秘〈
バ
）
Ｈ
∞
ω̈
０
１
一
Ｈ
〇̈
〇

Ｈ
ヽ
い
Ｈ
　
朝
食
Ｎ
ｏ̈
ｏ
‐
ホ
テ
ル
発
（講
習
会
場

へ
あ

ｏ̈
ｏ
…
講
習
∞
ω̈
ｏ
占
”
ｏ
ｏ

…
ホ
テ
ル
で
閉
校
式
】
ω
ω̈
ｏ
ｌ
ホ
テ
ル
発
Ｈ
゛
］
い
＝
岩
槻
Ｈｏ
　
Ｈ
９
Ｈ
ヽ
＝

佐
藤

（求
）
宅
い
０
ω̈
ｏ

【講
習
内
容
】

１

・
服
装
知
識

【保
温
、
行
動
性
、
素
材
、
選
び
方
、
レ
イ
ヤ
ー
ド
に
つ

い
て
講
習
す
る
】
①
ア
ン
ダ
ー
ウ
エ
ア
（上
下
下
着
）②
イ
ン
ナ
ー
ウ

エ
ア
（上
下
中
間
着
、
手
袋
、
靴
下
）
③
ア
ウ
タ
ー
ウ

エ
ア
（上
下
ヤ
ッ

ケ
、
ス
パ
ッ
ツ
、
オ
ー
バ
ー
手
袋
、
帽
子
）

２

・
用
具
知
識

【名
称
、
機
能
、
目
的
、
素
材
、
携
行
、
持
ち
方
、
選
び

方
に
つ
い
て
講
習
す
る
】
①
ピ
ッ
ケ
ル

（用
途
６
つ
）
②
ア
イ
ゼ
ン

（８
本
以
上
ツ
ア
ッ
ケ
）③
ブ
ー
ツ
（保
温
性
）④

ロ
ー
プ
⑤

ハ
ー
ネ
ス

⑥
ザ

ツ
ク

（防
湿
、
防
凍
対
策
）
⑦
ス
コ
ッ
プ
③
ツ
ェ
ル
ト

３

ｏ
歩
く
基
本

【摩
擦
力
、
靴
底
、
雪
面
凹
凸
の
利
用
に
つ
い
て
講
習
す

る
】
平
坦
雪
上
歩
き
の
基
本
動
作

。
原
理

４

・
ア
イ
ゼ
ン
無
し
雪
上
歩
行

【雪
質
、
足
の
置
き
方
、
運
び
方
、
重
心
、

姿
勢
、
歩
幅
、
ビ
ッ
ケ
ル
と
の
連
携
に
つ
い
て
講
習
す
る
】
緩
斜
面
、

直
登
下
、
横
断
、
斜
め
登
下
降
、
方
向
転
換

５

ｏ
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ

【足
の
置
き
方

・
運
び
方
、
重
心
、
姿
勢
、
歩
幅
、

ビ
ツ
ケ
ル
と
の
連
携
に
つ
い
て
講
習
す
る
】

直
登
下
、
横
断
、
斜
め
登
下
降
、
方
向
転
換

６

・
ア
イ
ゼ
ン
歩
行

【歩
行
基
本
（重
心
、
姿
勢
、
歩
幅
、
フ
ラ
ッ
ト
フ
ィ

ツ
テ
ン
グ
、
フ
ロ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
）
に
つ
い
て
講
習
す
る
】
①
着
脱
時

期
・場
所
・方
法
。安
全
確
認
②
直
登
下
降
・横
断
・斜
め
登
下
降
・方
向

転
換

・
姿
勢

７

・
滑
落
停
止

【基
本
モ
デ
ル
応
用

・
実
際
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
講
習
す

る
】
（初
期
制
動
を
含
む
こ

①
ピ
ッ
ケ
ル
の
な
い
方
法
（摩
擦
、
エ
ッ

ジ
ン
グ
で
止
め
る
）
②
ピ
ッ
ケ
ル
に
よ
る
方
法
③
ピ
ツ
ケ
ル
の
持
ち

方

・
構
え
方
④
反
転
と
制
動
動
作
体
重
の
か
け
方
⑤
停
止
か
ら
の
立

ち
上
が
り
⑥
動
作
の
迅
速
性

８

・
耐
風
姿
勢

【基
本
モ
デ
ル
応
用

・
実
際
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
講
習

す
る
】
①
風
の
特
性
（方
向
・強
度
・場
所
Ｙ
行
動
限
界
②
方
法
・姿
勢

軸
足
、
顔
向
き

・
下
降
時

・
三
角
支
点

９

・
ス
テ
ッ
プ

・
カ
ツ
テ
イ
ン
グ

【意
義

・
方
法
に
つ
い
て
講
習
す
る
】

１
０

。
緊
急
避
難

【避
難
の
実
際
に
つ
い
て
講
習
す
る
】

①
状
況
判
断

と
決
定
（タ
イ
ミ
ン
グ
）
②
な
だ
れ
・低
体
温
症
・風
雪
・ホ
ワ
イ
ト
ア

ウ
ト
の
知
識
③
避
難
場
所

・
方
法

・
用
具
の
活
用

・
リ
ラ
ッ
ク
ス

ー
ー

・
ロ
ー
プ
確
保

【基
本
モ
デ
ル
と
３
ビ
ッ
チ
程
度
の
隔
時
登
寧
と
制

動
確
保
を
講
習
す
る
】
①
確
保
の
意
義
②
用
具
（ハ
ー
ネ
ス
・
ロ
ー
プ

・
制
動
器
・ス
ノ
ー
バ
ー
・ビ
ッ
ケ
ル
・バ
イ
ル
・ア
イ
ゼ
ン
）
③
支
点

（足
場
・ア
ン
カ
ー
・支
点
設
定
）④
方
法
（自
己
確
保
・腰
が
ら
み
・ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ツ
ク
ス
・
制
動
）

１
２

・
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
（コ
ン
テ
ニ
ア
ン
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
【基
本
モ
デ

ル
と
パ
ー
テ
ィ
を
編
成
し
て
講
習
す
る
】
①
実
施
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

と
リ
ス
ク
②
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
の
方
法

（ロ
ト
プ
の
固
定
、遊
動
、
フ
リ

ク
シ
ョ
ン
ヒ
ツ
チ
）
と
技
術
③
ヨ
ン
テ
ニ
ア
ン
ス
か
ら
ス
タ
カ
ツ
ト
ヘ

の
切
り
替
え
④
滑
落
者
の
仮
固
定
と
自
己
脱
出
　
　
″

（純認
　　
生口
）

平
成
１
８
年
度
の
県
岳
連
積
雪
期
講
習
会

・
研
修
会
は
昨
年
と
同
じ
く

茶
自
岳
中
腹
で
行
わ
れ
た
。
今
年
は
両
日
好
天
に
恵
ま
れ
活
気
に
み
な
ぎ

る
内
容
で
行
わ
れ
た
。
何
時
も
な
が
ら
の
こ
と
で
は
あ
る
が
講
習
に
身
を

入
れ
す
ぎ
る
せ
い
か
時
間
の
経
つ
の
が
早
い
。
休
憩
も
と
ら
ず
に
行
っ
て

も
、
も
う
終
わ
り
か
と
い
う
ほ
ど
充
実
し
て
い
る
。
こ
れ
は
佐
藤
主
任
講

師
の
指
導
の
下
、
野
村
指
導
委
員
長
の
連
携
と
と
も
に
、
各
講
師
と
の
三

位

一
体
の
動
き
で
無
駄
な
く
活
気
に
み
な
ぎ
る
内
容
に
な
っ
た
た
め
。
参

加
者
は
最
新
の
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
い
う
意
欲
あ
る
メ
ン
バ
ー
ば
か

り
で
あ
る
か
ら
主
任
講
師
と
講
師
は
気
を
抜
く
こ
と
が
出
来
な
い
。

一
日
目
、
終
了
後
の
座
学
で
瀬
藤
遭
難
対
策
委
員
長
よ
リ
ハ
イ
キ
ン
グ
登

山
で
何
か
あ
っ
た
場
合
生
き
延
び
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
た
め
に
は

非
常
装
備

（ツ
エ
ル
ト
、
食
器
と
ガ
ス
セ
ッ
ト
、
医
薬
品
、
地
図
磁
石
、

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
）
と
非
常
食
の
持
参
は
常
日
頃
携
帯
す
る
習
慣
を
つ
け
た
ほ

う
が
良
い
と
い
わ
れ
た
。

又
懇
親
会
で
は
各
会
の
紹
介
で
盛
り
上
が
り
、
部
屋
に
帰
っ
て
も
ま
だ

ま
だ
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
が
続
い
て
い
た
。
二
日
目
の
特
に
今
回
感
じ
た

講
習
項
目
は
ス
ノ
ー
バ
ー
で
の
支
点
の
取
り
方
。
滑
落
停
止
は
実
践
向
き

に
腹
ば
い
で
頭
か
ら
落
ち
る
体
制
。
仰
向
け
で
頭
か
ら
落
ち
る
体
制
。

又
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

・
ア
ツ
ク
ス
ピ
レ
イ
で
滑
落
者
の
仮
固
定
と
自
己
脱

出
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
３
／
１
引
き
上
げ
。
上
部
か
ら
の
滑
落
者
の
確
保

の
仕
方
。
こ
の
項
目
は
主
任
指
導
員
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
と

誰

一
人
見
て
い
る
だ
け
の
人
な
く
全
員
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。
夏
の
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
と
違
い
手
袋
を
し
て
の
作
業
。
片
手
で
行
う
プ
ル
ー
ジ
ツ
ク

で
の
作
業
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
行
か
な
い
が
意
欲
的
に
行

っ
て
い
る

様
子
が
良
＜
わ
か
る
。
初
級
ク
ラ
ス
も
今
年
は
若
い
人
が
多
く
少
し
で
も

多
く
も
身
に
つ
け
よ
う
と
前
向
き
で
あ
っ
た
。

野
村
指
導
委
員
長
が
終
了
合
図
を
出
を
出
す
と
も
う
終
わ
り
か
と
し
ぶ
し

ぶ
終
わ
り
に
し
た
パ
ー
テ
ィ
も
い
た
。

終
了
式
に
中
田
副
会
長
よ
り
講
習
生
、
研
修
生
に
終
了
証
の
授
与
が
行

わ
れ
た
。
最
後
に
佐
藤
主
任
講
師
よ
り
今
回
の
講
評
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
な
か
で
こ
の
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
は
持
ち
帰
っ
て
も
出
来
る
こ
と

で
あ
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
思
い
出
し
な
が
ら
で
も
練
習
し
み
に
つ
け
て

ほ
し
い
、
又
将
来
は
教
え
る
立
場
に
な
る
よ
う
に
精
進
し
て
ほ
し
い
と
の

言
葉
が
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。

あ
ゆ
む
山
の
会

・
佐
藤
　
求

（文

。
写
真
共
）

※
本
報
告
書
は
さ
い
た
ま
市
岳
連

。
あ
ゆ
む
山
の
会

・
山
行
報
告
を
転
載

文
中
の
敬
称
略

・
編
集
委
員
会

支点の取り方を講習
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観
音
山
縦
走
コ
ー
ス
を
歩
い
て

（
第
６
２
回
秋
田
国
体

関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会
　
　
　
　
　
　
　
・

山
岳
競
技
会
縦
走
コ
ー
ス
）

加
須
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・ビ
ナ
　
土
屋
正
昭

平
成
１
９
年
度
に
実
施
す
る
第
６
２
回
秋
田
国
体
の
予
選
会

『関
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
山
岳
協
議
会
』

（略
称
‥
関
プ
ロ
）
は
、
我
が
埼
玉
が
当
番

県
で
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
は
、
来
る
７
／
２
８

（土
）
に
加
須
市
で

行
わ
れ
、
翌
２
９
日

（日
）
は
５
９
埼
玉
国
体

（Ｔ
２
‥
少
年
男
女
）

で
使
用
し
た
小
鹿
野
町
の
観
音
山
縦
走
競
技
コ
ー
ス
が
決
戦
の
舞
台
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
縦
走
競
技
は
ご
存
知
の
通
り
、
平
成
２
０
年
度
に
は
国

体
の
山
岳
競
技
か
ら
姿
を
消
し
ま
す
。
文
字
通
り
の

『
ラ
ス
ト
ラ
ン
』
で

す
。
そ
こ
で
、
初
春
に
相
応
し
い
新
た
な
気
持
ち
で
競
技
コ
ー
ス
を
歩
い

て
み
る
こ
と
に
な
り
、
普
段
は
室
内
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
活
動
が
中
心
の
加
須

市
岳
連
の
５
人

（横
田
、
井
上
、
矢
萩
、
細
田
、
土
屋
）
と
、
こ
の
企
画

に
賛
同
頂
い
た
長
谷
川
国
体
委
員
長
、
岩
井
田
広
報
委
員
長
の
２
人
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
総
勢
７
人
が
１
／
７

（日
）
午
前
９
時
３
０
分
に
現

地
へ
集
合
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
を
、
概
念
図
に
沿
っ
て
書

い
て
み
ま
す
。
大
会
は
、
日
尾
運
動
場
を
ス
タ
ー
ト
＆
ゴ
ー
ル
に
す
る
コ

ー
ス
で
す
。
我
々
は
、
長
谷
川
国
体
委
員
長
よ
り
埼
玉
国
体
当
時
の
説
明

を
受
け
、
倉
尾
ふ
る
さ
と
館
の
駐
車
場
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩
き
始
め
ま
し
た
。

勿
論
言
う
に
及
ば
ず
、
現
地
の
写
真
撮
影
は
、
岩
井
田
広
報
委
員
長
に
お

任
せ
で
す
。

①
～
②
　
坂
を
登
っ
て
、
直
ぐ
に
山
道
に
入
る
。
こ
の
辺
は
、
道
が
狭
く

な
る
の
と
同
時
に
笹
が
あ
っ
て
、
小
枝
が
若
千
煩
わ
し
い
。
杉
林
の
中
に
、

数
は
少
な
か
っ
た
が
赤
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
杭
の
頭
が
出
て
い
た
の
で
、
打

ち
込
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
競
技
当
日
は
、
団
子
状
態
で
通
過

す
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
ト
ゲ
の
あ
る
雑
草
も
刈
り
取
り
た
い
。

②
～
③
　
こ
こ
は
下
り
坂
で
ス
ピ
ー
ド
が
出
ま
す
。
丸
太
の
土
留
め
で
し

っ
か
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、
心
配
は
コ
ー
ス
が
大
量
の
落
道
路
脇
に
は
、

か
な
り
散
乱
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
片
付
い
て
い
れ
ば
結
構
な
の
だ
が
、

美
観
も
考
え
る
と
行
政
側
の
梃
入
れ
が
大
会
前
に
あ
る
と
大
変
嬉
し
い
。

④
～
⑤
　
前
述
し
た
赤
杭
よ
り
大
き
い
自
杭
が
、
牛
首
峠
間
に
数
本
あ

り
ま
し
た
。
頭
を
打
ち
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
こ
の
辺
は

左
側
が
谷
に
な
っ
て
い
て
、
ト
ラ
ロ
ー
プ
等
で
４
０
～
５
０
ｍ
位
は
囲
わ

【小
鹿
野
町
】

′
／

①

Ｎ
↑

③

な
け
れ
ば
危
な
い
で
し
ょ
う
。
石
段
を
登
り
き
る
と
直
ぐ
に
牛
首
峠
の
分

岐
で
す
。

⑤
Ｓ
⑥
・　
仁
王
尊
ま
で
、
滑
り
や
す
い
下
り
で
す
。
こ
こ
も
落
葉
が
多
い
。

ス
ピ
ー
ド
が
出
る
所
で
す
。
大
き
な
岩
や
、
岩
神
の
滝
分
岐
付
近
に
は
丸

太
の
渡
し
が
あ
り
、
選
手
の
転
倒
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
大
き
な
倒
木
も
数

箇
所
あ
っ
た
の
で
、
大
会
前
に
は
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ト
イ
レ
の
屋
根
が
見
え
る
地
点
に
は
、　
一
箇
所
陥
没
が
あ

り
危
険
で
し
た
。

⑥
ｌ
Ｏ
　
特
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
兼
ね
る
選
手
は
、　
一
本
石
造
り
日
本

一

の
仁
王
尊
辺
り
で
、
悲
鳴
を
上
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
こ
か
ら
、
２
９

６
の
石
段
が
選
手
を
待
ち
受
け
、　
一
気
に
駆
け
上
が
る
と
観
音
院
で
す
。

⑦
～
③
一　
こ
の
区
間
は
観
音
山
を
目
指
す
登
り
に
な
り
ま
す
が
、
杉
林
の

中
で
木
柵
土
留
め
が
、
１
０
～
１
５

ｍ
位
の
長
さ
で
２
箇
所
崩
壊
し
て
い

た
。
こ
こ
は
行
政
に
お
願
い
し
な
い
と
、
費
用
面
か
ら
も
復
旧
は
難
し
い

だ
ろ
う
。
山
頂
付
近
は
、
檜
が
混
在
す
る
杉
林
で
、
花
粉
の
飛
散
す
る
時

期
は
近
付
き
た
く
な
い
所
だ
。

③
了
⑨
一　
大
き
な
倒
木
が
コ
ー
ス
上
に
１
箇
所
あ
り
、
吹
き
溜
ま
り
は
大

量
の
落
葉
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
下
り
の
た
め
速
度
が
出
る
の
で
、
石
車

に
乗
ら
な
い
よ
う
に
大
き
い
石
の
除
去
や
、
も
ぐ
ら
の
穴
を
埋
め
る
等
の

気
配
り
が
必
要
で
す
。

⑨
～
⑩
　
松
林
を
抜
け
る
と
、直
ぐ
に
旧
道
へ
出
ま
す
。
５
９
国
体
の
看
板
も

設
置
し
て
あ
る
落
葉
松
峠
は
、道
幅
は
狭
い
が
宅
配
便
の
ト
ラ
ッ
ク
も
通
る
ら

し
い
。分
岐
点
で
も
あ
り
、安
全
確
保
の
面
か
ら
も
役
員
配
置
が
必
要
し
よ
う
。

⑩
～
⑪
・
新
道
ま
で
殆
ど
舗
装
道
で
す
。
そ
の
た
め
通
り
や
す
い
の
か
。
不
心

得
者
が
、粗
大
ご
み
や
危
険
物
を
不
法
投
棄
す
る
。道
路
脇
に
は
、
か
な
り
散

乱
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
片
付
い
て
い
れ
ば
結
構
な
の
だ
が
、美
観
も
考
え
る

と
行
政
側
の
梃
入
れ
が
大
会
前
に
あ
る
と
大
変
嬉
し
い
。

①
～
⑫
・　
広
い
舗
装
道
の
下
り
で
す
。車
が
通
ら
な
け
れ
ば
、
ラ
ン
ナ
ー
は
無

心
で
走
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑫
～
⑬
　
合
角
ダ
ム
湖
畔
の
舗
装
道
で
、
多
少
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
り
ま
す
。

一
般
車
や
釣
客
と
交
錯
し
な
い
よ
う
に
、配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑬
～
⑭
　
左
に
折
れ
山
道
へ
、最
後
の
登
り
で
す
。少
々
道
端
が
崩
れ
て
い
ま

し
た
が
、
心
配
し
た
ら
切
り
が
無
い
の
で
、雑
草
を
刈
り
取
れ
ば
概
ね
Ｏ
Ｋ
で

し
ょ
う
。

⑭
～
⑮
　
コ
ー
ス
整
備
は
、
特
に
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
に

対
し
て
、
や
や
注
意
が
必
要
な
程
度
で
す
。

⑮
～
①
　
左
前
方
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
見
え
て
く
る
た
め
、
斜
め
に
駆
け
下
り

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
等
で
、
作
業
道
を
封
鎖
す
る
工

夫
が
必
要
と
考
え
ま
す
。舗
装
道
手
前
に
牛
舎
が
見
え
た
ら
、ゴ
ー
ル
は
も
う

～
日
前
で
す
。

こ
の
コ
ー
ス
で
感
じ
た
こ
と
は
、
全
長
の
約
１
／
３
で
あ
る
仁
王
尊
ま
で
が

勝
負
の
分
か
れ
目
と
い
う
か
、
雌
雄
を
決
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。だ
と
す
れ
ば
、
ア」
の
区
間
は
よ
り
重
点
を
置
い
て
、
コ
ー
ス
整
備
に
当
た

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。桜
が
咲
き
青
葉
が
芽
吹
く
頃
に
は
、
大
勢
の
大

会
関
係
者
が
銘
や
鋸
等
を
持
っ
て
、
コ
ー
ス
整
備
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
参
加
す
る
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
勝
敗
に

一
喜

一
憂
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
関
ブ

ロ
縦
走
競
技
の
終
焉
に
相
応
し
い
、
歴
史
に
残
る
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
走
り
を
見
せ
て
も
ら
い
た
い
。

我
々
は
、
３
時
間
余
り
掛
け
て
歩
き
ま
し
た
。
な
る
べ
く
素
直
に
気
付
い
た

こ
と
を
書
い
た
つ
も
り
で
す
が
、
フ」
の
記
述
は
あ
く
ま
で
も
私
見
で
す
。参
加

し
た
各
人
の
山
岳
経
験
に
よ
っ
て
、
感
じ
か
た
も
違
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
記
載
し
た
事
項
は
、
関
係
機
関
に
対
し
何
ら
強
要
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、ぜ
ひ
大
会
を
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
、
個
人
的
願
望
か
ら
書
い
た

も
の
で
す
。
悪
し
か
ら
ず
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
末
に
続
く
）

【コース順概念図】

日尾運動場 S・ G
合角ダム

③  ②

⑩
落葉松峠

根古屋 ⑭

観音山
▲
標高698m

⑦
観音院

牛首峠

⑤

仁王尊
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【常
任
理
事
会
報
告
】
　
　
　
　
　
．

１
２
月
１
２
目
　
（火
）
午
後
７
時
３
０
分
～
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

出
席
者

‥
森
下
・村
岡

・
天
野

・
加
藤

。
長
谷
川

。
大
倉

。
塩
谷

・

山
口

（代
理

‥
三
ツ
木
）

。
小
茂
田

・
岩
井
田

１

。
開
会
挨
拶

　

（森
下
副
会
長
）
２

・
挨
　
拶

　

（村
岡
理
事
長
）

３

・
報
　
生
回

（１
ヽ
小
澤
直
宏
さ
ん
を
偲
ぶ
会
１
１
月
２
６
日
（日
）
草
加
南
高
校

約
７
０
０
（岳
連
８
２
）
名
参
加
、
（天
野
副
理
事
長
）

（２
）
冬
山
遭
難
防
止
講
習
会
１
２
月
９
日
（土
）
。
１
０
日
（日
）

県
活
動
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
（瀬
藤
遭
委
員
長
）

１
２
月
　
９
日

・
参
加
者
２
６
名
・恵
、
高
津
（都
岳
連
）
２
名

の
指
導
で
医
療
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
人
数
が
少
な
く
、
以
前

に
比
べ
て
効
率
的
行
え
ま
し
た
。

１
２
月
１
０
日

・
参
加
者
４
３
名
・午
前
中
１
／
３
引
き
上
げ
シ

ス
テ
ム
の
研
修
、
負
傷
者
搬
送
等
ス
リ
ン
グ
、
ツ
エ
ル
ト
、
ザ

ッ

ク
、
雨
具
及
び
い
ず
れ
か
の
組
み
合
わ
せ
。
午
後
、
県
警
救
助
隊

飯
田
副
隊
長
　
講
演
「秩
父
山
系
で
の
遭
難
状
況
」
７
月
１
７
日

秩
父
滝
川
で
の
東
京
学
芸
大
学
の
遭
難
救
助
ビ
デ
オ
等
。

４

・
協
　
議

（１
）ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ヤ
バ
ン
カ
ツ
プ
ー
２
月
２
２
日
～
２
３
日

加
須
大
会
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（村
岡
理
事
長
）

。
参
加
者
　
男
子
７
０
人
、
女
子
２
０
人
、
計
９
０
人
（日
本
の

代
表
的
な
選
手
が
参
加
。
加
須
か
ら
も
３
名
）

。
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
作
成

ス
ポ
ン
サ
ー
は
、
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
精
度

も
査
定
す
る
。
ス
タ
ッ
フ
名
の
記
入
。
他
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
扱
い

方
等
も
配
慮
す
る
。

・
役
員
関
係
　
ぎ
り
ぎ
り
で
実
施
し
て
い
る
の
で
、
雑
務
の
担
当
者

を
募
集
。
↓
加
藤
・天
野
参
加
。
み
な
さ
ん
見
に
来
て
下
さ
い
。

ど
ん
な
施
設
に
な
る
の
か
、
選
手
の
登
り
ぶ
り
を
　
！

（２
）
平
成
１
９
年
度
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会
７
月
２
７
日
・２
８
日
の
計

画
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（長
谷
川
国
体
委
員
長
）

。
関
東
地
区
競
技
プ
ロ
ッ
ク
研
修
会
２
月
３
・
４
日
の
開
催
要
項
を

１
２
月
１
５
日
付
で
配
布
す
る
。
（関
東
各
県
）

。
役
員
案
　
現
在
検
討
中
。
ま
だ
ま
だ
役
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

手
伝
っ
て
く
れ
る
方
、
連
絡
下
さ
い
前
回
の
資
料
に
追
加
↓
熊
谷

計
良
・岩
崎
・柳
原
（総
務
・宿
泊
等
担
当
）

。
埼
玉
県
の
第
２
回
準
備
会
及
び
第
１
回
理
事
長
会
議
（１
１
月

２
９
日
）
の
報
告
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（村
岡
理
事
長
）

。
来
年
度
の
関
プ

ロ
選
手
申
し
込
み
　
６
月
２
０
日
に
決
定
。

・
８
年
前
の
県
予
算
７
９
０
０
万
よ
り
少
な
い
見
込
み
。
４
月
に
発

表
。
・
岳
連
の
役
員
等
の
報
告
↓
昨
年
の
例
を
見
て
。
ま
た
、
関
プ

口
事
務
局
は
、
大
倉
氏
。　
・
実
施
要
項
作
成
の
日
程

。
１
月
１
９

日
　
各
競
技
団
体

へ
配
布
。
↓
３
月
１
日
　
要
項
申
込
書
の
提
出
。

（３
）
日
山
協
自
然
保
護
委
員
総
会
に
つ
い
て

（山
口
自
然
保
護
委
員
長
）

。
埼
玉
開
催
で
内
容
を
検
討
す
る
。
自
然
保
護
委
員
会
幹
部
で
原
案

を
作
成
し
検
討
す
る
。
↓
２
月
２
４
日
検
討
会
（山
口

・
浅
見

・

三
ツ
木

。
新
井

・
柳
原

・
岩
崎
）

※
田
中
会
長
や
理
事
長
と
連
絡
を
密
に
す
る
。

（４
）そ
の
他

①
関
東
地
区
山
岳
連
盟
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
　

　

（加
藤
事
務
局
長
）

ｏ
日
　
時

‥
２
月
３
日
（土
）午
後
２
時
～
４
日
朝
食
後
、
解
散

。
会
　
場

‥
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
栃
木
（鹿
沼
市
）

。
参
加
者

‥
田
中
会
長

・
村
岡
理
事
長

・
協
議
題
の
提
案
↓
関
プ

ロ
関
係
の
提
案

（要
綱
案
・審
判
員
の
推
薦

審
判
員
会
議
　
日
程
等
）

日
本
版
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
賞
（ゴ
ー
ル
デ
ン
・ア
ッ
ク
ス
）
の
創
設
は
？

②

「ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
施
設

。
リ
ー
ド
競
技
施
設
に
係
わ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
（日
出
協
国
体
委
員
会
）
に
つ
い
て
↓

・
森
下
副
会
長

が
解
答
す
る
。

③
理
事
新
年
会
に
つ
い
て
日
時

‥
１
月
１
９
日
（金
）
午
後
７
時
～
省
略

④
高
体
連
か
ら
の
理
事

。
ジ

ュ
ニ
ア
委
員
長
推
薦

（小
澤
氏
枠
）
↓
鎌
田

雅
浩
氏

（上
尾
市
高
）
↓
了
承
。

（５
）
各
部
か
ら
の
報
告
等

①
指
導
委
員
会

積
雪
期
登
山
講
習
会

。
指
導
員
研
修
会
１
月
２
０
日

（土
Ｙ
２
１

日

（日
）
那
須
　
１
月
９
日
締
め
切
り

②
国
体
委
員
会

１
２
月
２
１
日
　
日
山
協
国
体
常
任
委
員
会
に
て
い
ろ
い
ろ
決
定
。

③
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会

第
１
９
回
県
民
総
合
体
育
大
会
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
会

１
２
月
１
７
日
（日
）
加
須
。
現
在

‥
成
年
３
人
、
高
校
生
６
６
人
、

一
般
の
方
、
今
か
ら
で
も
連
絡
下
さ
い
参
加
可
能
で
す
。

④
選
手
強
化
委
員
会

●
１
９
年
度
に
向
け
て
の
強
化
作
戦

・
成
年
女
子

・
少
年
男
子

。
少
年
女
子
と
も
に
関
プ

ロ
突
破
。

（成
年
女
子
は
３
県
枠
）

。
課
題
は
、
縦
走
選
手
の
育
成
。

・
縦
走
選
手
は
、
４
月
２
２
日
の
県
体
縦
走

・
観
音
山
の
タ
イ
ム

に
よ
っ
て
選
定
。
決
定
は
６
月
上
旬
。
成
年
女
子
は
、
山
田

・

葛
西

。
中
村
光
　
他
の

一
騎
打
ち
。
少
年
男
子
は
、
町
田

（小

鹿
野
）

。
長
谷
川

（熊
谷
）
他
、
多
数
の
競
合
。
少
年
女
子
は
、

選
手
の
発
掘
か
ら

（
一
番
の
課
題
で
す
）

・
成
年
男
子
は
、
縦
走
中
心
で
本
国
体
６
位
入
賞
を
目
指
す
。

早
田
選
手
を
中
心
と
し
て
。

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
３
種
別
と
も
関
プ

ロ
ー
位
突
破
を
目
指
す
。

・
後
期
予
算
は
昨
年
度
の
１
５
％
減
↓
今
後
、
講
師
を
招
聘
し
て

強
化
練
習
会
を
開
催
。

⑤
遭
難
対
策
委
員
会

・
県
警
で
毎
年
５
月
に
遭
難
体
験
講
習

（名
称
？
）
を
行
っ
て
お

り
来
年
は
岳
連
で
申
し
込
も
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（今
ま
で
は
、
埼
玉
労
山
が
参
加
し
て
い
た
よ
う
で
す
し
要
項
な

ど
は
後
目
連
絡
い
た
し
ま
す
。

（３
０
名
以
内
で
無
料
）

・
サ
ム

・
ス
ピ
リ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て
↓
恵
さ
ん
の
講
習
で
よ
く

使
う
副
木

（サ
ム

・
ス
プ
リ
ッ
ト
）
を
纏
め
て
個
人
輸
入
し
よ

う
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
カ
モ
シ
カ
ス
ボ
ー
ツ
で
４
０
０
０

円
く
ら
い
で
す
が
、
２
４
０
０
円
以
内
で
購
入
で
き
そ
う
で
す
。

申
込
書
な
ど
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

⑥
自
然
保
護
委
員
会

・
尾
瀬
の
キ
ャ
ン
プ
が
解
禁
さ
れ
る
と
い
う
情
報
あ
り
。

⑦
海
外
登
山
委
員
会

□

平
成
１
８
年
度
海
外
登
山
報
告
会
　
１
２
月
２
日

（土
）

東
松
山
　
１
８
名
参
加

□
１
２
月
５
日

（火
）
第
２
０
回
　
日
山
協
海
外
女
性
懇
談
会

代
々
木
　
埼
玉
よ
り
６
名
参
加

●
２
月
１
７
日

ｏ
日
山
協

・
ス
テ
ィ
ー
ブ

ハ
ウ
ス
講
演
会

⑨
広
報
委
員
会

●
次
回
発
行
予
定
　
２
月
末

・
内
容

（国
体
報
告
、
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
Ｊ
Ｃ
、
遭
対
講
習
会
、
指
導
部
講
習
会
、
県
体
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
他
、
各
会
で
の
海
外
登
山
の
報
告
等
原
稿
待

っ
て
い
ま
す
。

①
事
務
局

■
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ャ
バ
ン
カ
ツ
プ
　
２
月
１
７
日

・

１
８
日
　
北
海
道
下
川
町
２
月
１
０
日
　
締
切
　
∧
要
連
絡
）

■
冬
山
遭
難
防
止
に
つ
い
て
　
富
山
県
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
よ

り
文
書

（
一
部
　
別
途
資
料
）

■
平
成
１
８
年
度
冬
山
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習
会

（積
雪
期
）
日
山
協

１
月
１
７
日

ｏ
ｌ
８
日
鳥
取

　

（資
料
配
布
済
）

●
会
員
証
の
発
行
に
つ
い
て
↓
追
加
発
行
受
け
付
け
ま
す
。

（１
２
月
末
日
ま
で
）
ご
連
絡
下
さ
い
。

閉
会
挨
拶

　

（森
下
副
会
長
）

次
回
１
月
１
９
目

（金
）
午
後
７
時
　
　
～
理
事
新
年
会

２
月
１
３
目

（火
）
午
後
７
時
３
０
分
～
常
任
理
事
会

３
月
１
３
目

（火
）
午
後
７
時
３
０
分
～
理
事
会
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《新しい山岳遭難・捜索保険制度固まる》
平成 19年度 よ り新制度へ移行

※編集注 。平成19年 1月 15日 発行 【登山月報454号】より転載

独自共済の規制、山岳共済の疾病不対応問題など様々な観点から検討を加えてきた山岳共済について平成19

年度より新しい山岳 。道難・捜索保険制度へ移行することになった。

■ 山岳共済会とは

新しい山岳遭難・捜索保険は、山岳共済会を契約者とする団体傷害保険であり、保険に加入するためには山岳

共済会への加入が必須となる。山岳共済会は年会費 1,000円 (高校生及び 18歳未満は 500円 )で主旨に

賛同する登山者な ら誰でも加入できる。山岳共済会員は日山協加盟団体の会員でなくとも、全てのタイプの保

険にも加入できる。山岳共済会は山や自然が好きな人の相互扶助と自立をめざす仲間の集まりで、安全登山を

めざし、登山技術の向上や普及、遭難予防と対策など各種の事業を支援する.ま た、それ らの行事に参加する

ことができる。さらに各種見舞金制度の対象となり、どうしても保険でカバーできない登山中の疾病死亡時に

各種見舞金が支払われる。

■ 山岳遭難・捜索保険

新しい山岳遭難・捜索保険は、日山協が団体契約すると日山協会員 しか加入できなくなるため、山岳共済会が

三井往友海上火災保険仰 と団体契約 した団体傷害保険で、新 しく月割 りで加入できるようになった。次の 2つ

のタイプがある。

(山 岳登攀コース〉

通常のハイキング、登山か らロープ、アイゼン、ビッケルなどを使用 した登はんまで幅広 く補償されるもので、

傷害保険としては家を出てか ら帰るまで日常生活の事故にも対応 している。 日常の事故にも対応するため山行

計画書などの制約がなくなった。また、遭難の定義に「自力で下山できないこと」を追加 し捜索 。救助費用に

ついては疾病の時にも補償されるようになったが、死亡 。後遺保険金は疾病時には補償されない
,

(軽登山コース〉

ロープ、アイゼン、ビッケルなどを使用 しない登山、ハイキングか ら旅行、傷害保険としては家を出てか ら帰

るまで日常生活の事故にも広 く対応 している。この保険は遭難捜索特約でなく、救援者費用特約のため急激か

つ、外来の事故時には捜索・救助費用が支払われるが疾病時には補償されず、死亡 。後遺保険金も疾病時には

補償されない。

■ 各種見舞金について

疾病時には死亡 。後遺保険金が補償されないため、山岳共済会より疾病死亡見舞金が 10万 円支払われる。ま

た、疾病死亡で、捜索・救助費用が支払われなかった保険加入者に対 し、疾病死亡救援見舞金 10万円が支払

われる。

■ 安全登山と組織強化

山行計画や登山届については山岳共済会員に対 しPRを行う。また山岳共済会員の確実な把握により組織加入

への働きかけを行 うほか、各種行事への参加を働きかける。これらに対応するため別にホームページやメール

ニュースの強化を検討中である。また、制度が定着したら各都道府県岳連 (協会)の安全登山、組織強化事業

に対 し共済事務費用還付金とは別に山岳共済会よび支援を拡大する計画であり、新制度への理解 と協力をお願

いしたい。

日本山岳協会 (共済委員長 西内 博 )

平成 19年度山岳・遭難保険 保険料表

山岳遭難・捜索保険く山岳登攀コース〉

保
険
金
額

保 険 タ イ プ S B C D E

死 亡 ・ 後 遺 100万 円 136万 円 269万 円 438万 円 1.100万 円

遭 難 捜 索 100万 円 200万 円 250万 円 350万 円 500万 円

賠 償 1億円 l億円 1億円 1億円 1億 円

保

険

料

死 亡 ・ 後 遺 610円 830円 1,640円 2,670円 6,710円

遭 難 捜 索 1.970円 3.950円 4,940円 6,910円 9,870円
賠 償 420円 420円 420円 420円 420円
〈
ｎ 計 3.000円 5.200円 7_000円 10_000円 17.000円

山岳遭難・捜索保険く軽登山コース〉

保
険
金
額

保 険 タ イ プ I Ⅱ

T 十  ・  後  嶺 221万 円 332万 円

遭 難 捜 索 300万 円 300万 円

賠 償 1億円 1億 円

入 院 (1日 2.000円 4,000円
i商 院  (1日 1,700円

保

険

料

死 亡 ・ 後 遺 770円 1.160円
遭 難 捜 索 90円 90円
賠 償 420円 420円
入 院 (1日 ) 720円 1,440円
通 院 (1日 ) 1,890円

計 2_000円 5000円

2007/1/15現 在

オプションく入院・通院保険〉

保
険
金

入 院 (1日 ) 3,300円
通 院 (1日 ) 1,195円

保
険
料

入 院 (1日 ) 1,980円
通 院 (1日 ) 2,020円
合 計 4000円

オプションく海外登山〉

※現在、設定中ですので、

しばらくお待ちください。
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『 日本山岳協会山岳共済会・団体傷害保険制度』のメリットについて

① 「日本山岳協会山岳共済会」の会員に翻 t団に固人を問わず団体傷害保険制度への加入が可能となりました
※会員ご加入希望の方は,事前に日本山岳協会山岳共済事務センターにご相談下さし、

② 雪山などの山― 晰 できる遭難捜索費用担保特約が付帯された「山―
コース」,常時ピッケルやアイゼン,ザイル等を使

用しないで登れる軽登山 (人 口壁によるスポーツクライミングも趨 に対応できる「軽登山コース」(救援者費用特約が付帯され

ています)を新設し,会員の方ならどのタイプでもご加入できる制度と致しました。(但し,タイプの複数のセットのお申込はできま

せれ S・ B・ C・ D・ E(N院週院オプションは除く, I型:Ⅱ型のうちどオ功― しか選択できません )C遭難捜索費用保険金・

(山 ―
コース),救援者費用機 llu山コプ)― を明確にし,わかりやすく解説いたしました (それぞれのコースに後

述しております。)特に,遭難捜索費用保険金でlム 遭難事故とみ7-lt疾 病が原因でも捜索費用保険金のお支払対象となりま

す。(但し,救援者費用は急激か,然 な外来の事故による費用ですのC疾 病が原因となる捜索費用は補償の対象外となります。)

1.団体傷害保険の特色

① 補償内容の充実

○遭難捜索費用が付いた山―
コースと救援者費用等担保特約が付いた軽登山コースを選択できます。特に山岳登攀コースには,

遭難捜索救助費用が担保される点C従 来の生命保険等に較べて画期的な団体保険制度であるといえます。

○遭難捜索費用の限度額も充実しています。→最高500万円までの補償ができます。

○入院 。通院の場合でも安さです。傷害によつて,入通院した場合にも,実日数に対して支払われる入院 。通院補償をオプションに

てセットすることにより対応することができます。

○第二者への賠償事故の補償があると安いです。第二者に与えた損害賠償が補填できる個人賠償責任がセットできます。

○相 体保険制度は,山行中のみならず 日常生活での怪我も補償の対象となりますD

② 保険料が割安です。

○日本山岳協会山岳共済会が団体として契約するため,保険料は個々に契約される場合に較べて,非常に割安になっています。

③  日本山岳協会山岳共済会が実施する保険制度です。

○日本山岳協会山岳共済会が三井住友海上火災保険いに付保している団体傷害保険制度です。

※ 全国各地のホル・宿泊施設・レストラン・レントト等の割引が受けられる。

共済会の特典 :会員の皆様ヽの安全情報トヒ
゛
スをめざします

山小屋の割引 (共済会員証を事前にご提示くださし、宿泊料が対象で→

≪奥秩力雲取′J渥、信州・真田ノあずまや高原締ル、富士山嘲 、谷川岳情の小屋、奥秩剣甲武信小屋、10%引 き≫,≪丹沢山/みやま

山荘、那須岳たューおおたか 1,000円引き≫※共済会では、割引に参加希望の山小屋を募集しております。ご紹介よろしくお願いします。

1 疾病死亡見舞金 :共済会員の方が山岳スポーツ活動中に突然死や疾病で死亡した場合、共済会よりご家族の方へ疾病死亡見舞金 10

万円を支払います。※山岳スポーツ活動とは登山のほかスキー、ボルダリング、スノーシューなども含みます。

2 疾病死亡救援見舞金 :山岳遭難・捜索保険<軽登山コース>に加入の方で山岳スポーツ中に突然死や疾病で死亡した場合、共済会

よりご家族の方へ疾病死亡救援見舞金10万円を支払います。

3 見舞金の請求について :対象となる山岳スポーツ活動をしていたことを証明する書類および死亡を証明する書類が必要です。山

岳活動をしていたことを証明する書類は公的機関の制 また国引民団体の責任者あるいはパーティの責任者の現認勧朗)なこ

死亡を証明する書類は死亡珍断書または死体検案書の写しなどが必要ですЭ見舞金の支払しヽこついてのご相談は山岳共済事務センタ

ーにお願いします。

― 山情報の難

1 各種安全登山講習への参加 :日 本山̈ 府県山岳連盟際 )な どが開催する安全登山などの講習会に参加できます。講

習会のご案内はJMAのホームページ、メールニュースから行う予定です。

2 安全のしおりや熱中症のしおりなど刊行物のご優待 :安全のしおりや熱中症のしおりなど順次刊行し、お知らせしま丸 熱中症の

しおりは日本山岳協会の医科学委員会がすでに執筆完了しており、刊行企画中です。送料のみ粥 11価格でお送りします。

3 メー/L/ニ ュースのお届け :入会の申込み時、メールアドレスを登録し、メールニュースのお届けを希望された会員の方にJMAメ
ールニュースをお届けします。講習会などの行事予定やJMAの動きを配信する予定です。

注意及び報告について    省  略

募集締め切りは平成19年 3月 25日   日本山岳協会山岳共済事務センター 100いψ17:∞ 明 格ヽ

皿 L03-5958-3396LAX03-5958-3397・ Eメー27ド 啄≪           ∞L呻 ≫

※詳細は上記発行の『山岳遭難・捜索保険のご案内』を参照くださし、 県山連 事務局
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崩落した山岳コース 観音山コース調査に参加した皆さん

【遭
難
対
策
委
員
会
】

・
平
成
１
８
年
１
２
月
９
日

・
１
０
日
　
　
県

・
県
民
活
動
セ
ン
タ
ー

９
日

‥
山
岳
に
お
け
る
救
急
医
療
講
習

・
講
師
　
恵
　
秀
彦
氏

１
０
日

‥
レ
ス
キ

ュ
ー
技
術
講
習
会

・
講
師
　
瀬
藤
遭
難
対
策
委
員
長

・・

プ
ド
ウ
沢
遭
難
事
故

・
講
演

・
県
警
山
岳
救
助
隊
　
飯
田
副
隊
長

昨
年
に
引
き
続
き
恒
例
と
な

っ
た
、
遭
難
対
策
委
員
会
主
催
の
遭
難
防

止
講
習
会
お
よ
び
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

初
日
は

一
般
救
急
医
療
講
習
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
救
急
医
療
を

中
心
に
行

っ
た
。

二
日
目
は
レ
ス
キ

ュ
ー
技
術
を
主
体
に
搬
送
方
法
な
ど
を
体
得
し
た
。

ま
た
ロ
ー
プ
を
積
極
的
に
使
用
し
て
１
／
３
引
き
上
げ
な
ど
数
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
実
技
講
習
を
行

っ
た
。

午
後
か
ら
県
警

・
飯
田
副
隊
長
の
講
演
が
行
わ
れ
、
プ
ド
ウ
沢
出
会
付
近

で
お
き
た
遭
難
事
故
曾
【
∞
・ド
８
）
の
搬
出
実
例
が
ビ
デ
オ
で
紹
介
さ
れ
た

非
常
に
困
難
な
搬
出
で
あ

っ
た
の
が
印
象
的
だ

っ
た
。

広
報
委
員
会
　
山石
井
田
　
正
昭

【事
務
局
連
絡
】

※

平
成
１
８
年
度

・
埼
玉
県
体
育
賞
に
福
田
靖
氏
受
賞

福
田
靖

。
前
理
事
長

（た
ら

っ
ぺ
山
の
会
）
が
平
成
１
８
年
度
埼
玉
県
体
育

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
　
新
刊
発
行
案
内

『
千
島
列
島
の
山
を
目
指
し
て
―
知
床
、
千
島
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
紀
行
―
』

大
谷
和
男
著
　
牧
歌
舎

‥
刊
２
０
０
０
円

上
海
に
赴
任
中
の
深
谷
山
岳
会
々
員
の
大
谷
氏
が
、
千
島
列
島
遠
征
の
本

を
出
版
し
ま
し
た
。
深
谷
山
岳
会
で
は
、
初
め
て
の
出
版
で
す
。
内
容
は
、

そ
の
殆
ど
が

「深
谷
山
岳
会
創
立
３
０
周
年
記
念
誌
」

「深
谷
山
岳
会
創
立

４
０
周
年
記
念
誌
」
に
集
録
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
大
谷
氏
が
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
い
る

「千
島
列
島
」

「
北
方
四
島
」
の
遠
征
の
度
に
纏
め
ら
れ
た

報
告
書
を
時
系
列
に
し
て
、　
一
冊
に
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

記
念
誌
で
は
全
て
の
内
容
が
集
録
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
付
録

∪
♂
、∪
も
納
め
ら
れ
写
真
等
も
豊
富
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
訪
れ

る
も
の
の
少
な
い
地
域
の
記
録
で
す
。
是
非

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
藤
富
之
＠
深
谷
山
岳
会

目
　
次
　
等

第
１
部

‥
知
床
半
島

１

・
夏
の
稜
線
、
２

・
知
床
岬
、
３

ｏ
知
床
の
強
風

・
熊
、

４

・
残
雪
期
の
硫
黄
山

。
遠
音
別
岳

第
２
部

―
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
山

１

・
ク
リ

ユ
チ
エ
フ
ス
カ
ヤ

・
Ｈ
Φ
Φ
卜
年
∞
＼
モ
‐
い
ヽ

２

・
カ
ー
ミ
ン

第
３
部

‥
千
島
列
島
の
山

１

。
国
後
島

「国
後
島
渡
航
記
」

。
」
８
ｏ
年
∞
＼
∞
‐
い
∞
ド

２

・
択
捉
島

「択
捉
島
探
検
記
」

。
Ｈ
８
ヽ
年
∞
＞
‐
５

３

・
北
千
島

・
阿
頼
度
島

「阿
頼
度
山
登
頂
記
」
Ю
ｏ
ｏ
ヽ
年
∞
ヽ
∞
―
ド
ｏ

※

入
手
ご
希
望
の
方
は
左
記
の
国
―
〓
≧
ｒ
ヘ

広
報

‥
岩
井
田

《
　
ヨ
【ヨ
”
【Ｑ
”
◎
ヨ
嘔
”
・σ
【∞
【Ｏ
σ
の
・●
８
０
　
》
又
は

事
務
局

‥
加
藤

《
　
σ
ｃ
ユ
”
◎
ｏ
∽
・Ｆ
∽ざ

ｂヽ
ω
』
０
　
》

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【編
集
後
書
】

昨
年
末
の
谷
川
岳
、
元
旦
の
雲
取
山
、
１
月
の
奥
秩
父

。
と
山
に
向
か
う

が
今
年
は
異
常
な
ほ
ど
雪
が
な
い
、
暖
冬
と
い
う
だ
け
で
は
す
ま
な
い
異
常

気
象
だ
。
先
週
の
東
秩
父
山
麓
で
は
ふ
き
の
と
う
が
芽
吹
い
て
い
た
し
、
山

桜
の
芽
も
な
ん
と
な
く
ふ
っ
く
ら
と
し
て
き
た
。
毎
年
山
麓
の
春
を
見
る
た

め
訪
れ
て
い
い
る
が
、
今
年
は

一
気
に
開
花
し
そ
う
な
雰
囲
気
。
短
い
冬
、

短
い
春
、
夏
が
お
も
い
や
ら
れ
る
。

プロシ
・
ェクターを使って講演する飯田副隊長


